
 

レアメタル 

 レアメタルは，鉄や銅，アルミニウム等

の主要金属とは異なり，使用量は少ないが，

電気伝導，熱伝導，磁性，触媒，耐食性，

光学等の特性をもつため，構造材料，電子

材料，機能材料として先端工業製品に必要

不可欠な金属元素を指す．どの元素をレア

メタルと呼ぶかの一般的な定義は無く，日

本では，経済産業省がレアアース(rare earth; 

REE)を1種類としてタングステン(W)やイン

ジウム(In), モリブデン(Mo), クロム(Cr)，コ

バルト(Co)，ニッケル(Ni), ガリウム(Ga), ゲ

ルマニウム(Ge), バナジウム(V), プラチナ

(Pt), パラジウム(Pd)など31元素をレアメタ

ルに指定している(図1)．米国やヨーロッパ

ではクリティカルメタル(critical metal)と呼

称されており，米国ではLi, Co, Ga, In, Teと9

種類のレアアースがクリティカルメタルに

指定されている(U. S. Department of Energy, 

2010)． 

 

 

図1 経済産業省の指定するレアメタル(灰

色の元素) 

 

グリーンテクノロジーとレアメタル 

レアメタルの用途として今後需要が急速

に伸びると予想されるのがグリーンテクノ

ロジー(green technology)に使用されるレア

メタルである(表1)．PtやPdは自動車の排気

ガス浄化触媒として欠かせず，2000年以降，

中国やインドでの自動車需要の増加ととも

に需要が急速に伸びている．レアアース，

中でもネオジム(Nd)やジスプロシウム(Dy)，

テルビウム(Tb)を用いた永久磁石は強い磁

力のためモーターや発電機を小型化するこ

とができ，フロッピーディスクドライブや

ハイブリッド自動車，電気自動車，風力発

電用風車，エアコン等に使用されている．

ハイブリッド自動車や電気自動車にはNi水

素電池やLi電池が搭載されており，Ni水素電

池には触媒としてランタン(La)，セリウム

(Ce)，プラセオジウム(Pr)，Ndが用いられて

いる．Inは主として液晶画面の透明電極に使

用されているが，GaやTeとともに太陽電池

にも使用され始めている． 

このようなレアメタルは地球温暖化を防

ぎ持続可能な社会の実現のための製品作り

に必要欠くべからざる材料となっており，

その需要は中国を中心として急速に増大し

ている(図2)．一方で需要の増大のためにレ

アメタル資源の安定的な供給が危惧されて

いる． 

 

表1 クリーン エネルギー テクノロジーに

用いられるレアメタル(U. S. Department of 

Energy, 2010) 
 太陽

電池

風力発

電機 
自動車 照明

 太陽

電池

磁石 電池 発光

体 
La    ● ● 

Ce    ●  

Pr  ● ● ●  

Nd  ● ● ●  

Sm  ● ●   

Eu     ● 

Tb     ● 

Dy  ● ●   

Y     ● 

In ●     

Ga ●     

Te ●     

Co    ●  

Li    ●  

 

 
レアメタル 

 



 
図2 太陽電池の年間生産量． 

 

レアメタル資源 

レアメタル資源は，最も可採年数(埋蔵量/

年間鉱山生産量)の短いアンチモン(Sb)が13

年，長いレアアースは709年と計算される(表

2)．レアメタル資源の可採年数を急変させる

要因として，①資源埋蔵量データの精度，

②需要の増減，③埋蔵量の増減，④資源国

の政策，⑤環境規制などがある．レアメタ

ルは，その用途の開発に応じて短期間に需

要が高まることが多いが，鉱山開発には10

年程度の時間が必要であることや，多くの

レアメタルが主要金属の副産物として回収

されているために増産することが難しく，

資源供給が困難になることがある． 

これらのレアメタルは地球上で偏在して

いることが多く，REE, Sb, W, In, Ga, Ge等は

中国，Pt, Cr, Vは南アフリカ共和国で主とし

て生産されている(表2)．特に中国国内のレ

アメタルの需要の急激な増加のために，中

国から国外へのレアメタルの供給が制限さ

れ，日本を始めとしたレアメタル消費国で

は独自の資源供給源の確保が急務となって

いる．日本や米国，ヨーロッパはそれぞれ

レアメタルを戦略的元素と位置づけ，その

確保のため資源探査・開発，リサイクル，

省資源・代替材料開発のための政策を進め

ている (U. S. Department of Energy, 2010; 

European Commission, 2010)． 

 

表 2 主要レアメタルの産出国とシェア，可

採年数 
元素 産出国とシェア(%) 可採年数 
REE 中国 95% 709
Mo 米国 32% 46
Sb 中国 88% 13
W 中国 75% 55
In 中国 58% 22
Pt 南ア 80% 154
Cr 南ア 38% >24
V 南ア 39% 221
Ni 旧ソ連諸国 19% 40
Co コンゴ 36% 22

 
リサイクル・省資源・代替材料 

レアメタルの中でも最もグリーンテクノロ

ジーにとって重要で供給リスクのある元素

としてDyとTbが上げられる．これらの元素

はレアアース永久磁石の耐熱性を向上させ

るために添加されるが，その使用量を削減

するために磁性材料粒界に少量のDyを添加

するなど様々な工夫が行われている

(Minowa, 2008)．廃電化製品からはリサイク

ルのための磁石の回収が始まり，またDyを

全く使用しない高耐熱性のレアアース磁石

の開発も行われている．このようにレアメ

タルを安定的に供給するためにリサイクル，

省資源・代替材料の開発は新たな資源開発

とともにその重要性を増している． 
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